
白井市西白井公民館、白井市西白井児童館及び白井市西白井  
老人憩いの家の指定管理者の指定について  

 
 白井市公民館の設置及び管理等に関する条例第１４条第１項、白井市児
童館の設置及び管理に関する条例第１４条第１項及び白井市老人憩いの家
の設置及び管理に関する条例第１４条第１項の規定に基づき、下記のとお
り白井市西白井公民館、白井市西白井児童館及び白井市西白井老人憩いの
家の指定管理者を指定しました。  
 
１．公の施設の名称等  

施設名：白井市西白井公民館、白井市西白井児童館及び白井市西白井
老人憩いの家（一括）  

 所在地：白井市清水口一丁目２番１号  
 

２．指定管理者となる団体  
  団体名：特定非営利活動法人 ワーカーズコープ  
      代表理事 永戸 祐三  
  所在地：東京都豊島区池袋三丁目１番２号 光文社ビル６Ｆ  
 
３．指定の期間  
  平成２２年４月１日から平成２５年３月３１日まで  
 
４．選定理由  

 指定管理者選定審査会の答申を妥当と判断したため  
 
５．選定の経緯  
 ●公募・非公募の別 公募  
 ●募集要項の配布 平成２１年７月１日～８月５日  
 ●現地施設説明会 平成２１年７月２２日  
 ●応募受付期間  平成２１年７月３０日～８月５日  
 ●選定審査会  
  （第１回）平成２１年５月２９日 ・審査手順の決定  
  （第２回）平成２１年８月２１日 ・諮問文配布  
  （第３回）平成２１年９月１１日 ・対象施設の現地視察  

（第４回）平成２１年９月２５日 ・審査票の決定  
・第１次審査（書類）  

  （第５回）平成２１年１０月９日 ・第１次審査通過団体の決定  
  （第６回）平成２１年１０月１６日・第２次審査（面接 )  

・総合審査（候補者の選定）  
●答申 平成２１年１１月１２日  

 ●指定管理者の候補者の選定 平成２１年１１月１３日  
 ●指定議案提出  平成２１年１１月２５日  

（平成２１年第４回白井市議会定例会）  
 ●指定議案の議決 平成２１年１２月７日  
 ●指定告示    平成２２年１月４日  
 
６．応募団体数 ３団体  
 
７．指定管理者選定審査会の選定審査票 別添答申書のとおり  



１／２

候　補　者 第２順位 その他の団体

（１）事業計画書による施設の管理が、市 〔コミュニティ〕

   民の平等な利用を確保し、サービスの ・管理運営の基本方針について

   向上が図られるものであること （基準点数：５点×５人＝２５点）

(平等利用・公共性) 〔公民館〕

・管理運営の基本方針について

（基準点数：５点×５人＝２５点）

〔児童館〕

・管理運営の基本方針について

（基準点数：５点×５人＝２５点）

〔老人憩いの家〕

・管理運営の基本方針について

（基準点数：５点×５人＝２５点）

（１）事業計画書による施設の管理が、市 〔公民館〕

   民の平等な利用を確保し、サービスの ・市民サービスの向上方法について

   向上が図られるものであること （５点×５人＝２５点）

（サービス向上） 〔児童館〕

・市民サービスの向上方法について

（５点×５人＝２５点）

〔老人憩いの家〕

・市民サービスの向上方法について

（５点×５人＝２５点）

〔公民館〕

・利用者ニーズの把握方法と対応について

（５点×５人＝２５点）

〔児童館〕

・利用者ニーズの把握方法と対応について

（５点×５人＝２５点）

〔老人憩いの家〕

・利用者ニーズの把握方法と対応について

（５点×５人＝２５点）

（２）事業計画書の内容が、公の施設の効 〔公民館〕

   用を最大限に発揮させ、かつ、効率的 ・自主事業の実施計画について

　 な管理が図られるものであること （５点×５人＝２５点）

（効用発揮） 〔児童館〕

・自主事業の実施計画について

（５点×５人＝２５点）

〔老人憩いの家〕

・自主事業の実施計画について

（５点×５人＝２５点）

〔３施設一括〕

・緊急時の対応について

（５点×５人＝２５点）

〔公民館〕

・利用促進の仕方について

（５点×５人＝２５点）

〔児童館〕

・利用促進の仕方について

（５点×５人＝２５点）

〔老人憩いの家〕

・利用促進の仕方について

（５点×５人＝２５点）

〔公民館〕

・利用料金の額について

（５点×５人＝２５点）

（２）事業計画書の内容が、公の施設の効 〔３施設一括〕

　　用を最大限に発揮させ、かつ、効率的 ・管理運営経費の節減方法について

　　な管理が図られるものであること （５点×５人＝２５点）

(経費節減)

（３）事業計画書に沿った管理を安定して 〔３施設一括〕

    行う能力を有するものであること ・申請者について

（物的要件） （５点×５人＝２５点）
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選定基準 審査項目 特定非営利活動法人
ワーカーズコープ
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西白井複合センター(西白井公民館・西白井児童館・西白井老人憩いの家)指定管理者候補者選定審査票
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２／２

候　補　者 第２順位 その他の団体

（３）事業計画書に沿った管理を安定して 〔３施設一括〕

    行う能力を有するものであること ・類似施設の運営実績について

（物的要件） （５点×５人＝２５点）

〔３施設一括〕

・市内での市民活動の実績及びその活用

　について　　　　　　　　（５点×５人＝２５点）

〔３施設一括〕

・施設、設備の維持管理について

（５点×５人＝２５点）

（３）事業計画書に沿った管理を安定して 〔３施設一括〕

    行う能力を有するものであること ・管理体制について

（人的要件） （５点×５人＝２５点）

（４）関係法令等を遵守するものであるこ 〔３施設一括〕

    と ・個人情報の保護について

（個人情報保護） （５点×５人＝２５点）

（４）関係法令等を遵守するものであるこ 〔３施設一括〕

    と ・関係法令について

(その他の関係法令等) （５点×５人＝２５点）

775 701 662

（２）事業計画書の内容が、公の施設の効 〔３施設一括〕

　　用を最大限に発揮させ、かつ、効率的 ・指定管理料の提案額について

　　な管理が図られるものであること （７点×５人＝３５点）

(経費節減) 〔３施設一括〕

・指定管理料の妥当性・実現可能性について

（７点×５人＝３５点）

40 79 34

815 780 696
　　　審　査　会　の　意　見　の　概　要

34

40 0

総　評　価　点　数　　　　　　　　　　　　　　　　　〔７２０点〕

価格評価点数　　　　　 　　〔２項目×７点×５人＝７０点〕
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西白井複合センター(西白井公民館・西白井児童館・西白井老人憩いの家)指定管理者候補者選定審査票

Ｃ

28

31 6

5 29

28 28 28

　
　西白井複合センターについては、平成２２年度からの制度導入に向け公募により指定管理者の募集が行われたものです。
　審査会では、応募のあった３団体について第１次審査を行ったところ、サービス等の評価点数の合計が最低評価基準を全ての団体で上回った
ことから、当該３団体について第２次審査・総合審査を行いました。
　その結果、当審査会は、サービス等の評価点数に価格評価点数を加えた総評価点数の合計が最も高い「特定非営利活動法人ワーカーズコー
プ｣を西白井複合センターの指定管理者の候補者として決定しました。
　また、第２順位として決定した１団体は、最低評価基準を上回っており、事業計画書の内容や団体の財務状況などから、当該施設の指定管理
者の候補者になりうる能力を有していると判断しました。
　なお、近年、指定管理者の経営破たん等による指定の解除・辞退が見受けられ問題となっていることから、団体の財務状況に係る評価項目
（申請者について)の点数が市の最低必要としている基準点数に達しない場合は候補者としないこととしたため、第２順位以降の団体は１団体と
なったものです。
　
〔候補者の主な選定理由〕
　①　管理運営の基本方針や市民サービスの向上方法、利用者ニーズの把握方法と対応などの提案から、公の施設として当該施設の設置目
　　的をよく理解した上で、平等利用の確保、市民サービスの向上が期待できること
　②　自主事業の提案をはじめ、緊急時の対応などから、施設の効用を発揮した効率的な管理が期待できること
　③　市の公民センター・勤労青少年ホーム、白井駅前センターをはじめとして、多くの指定管理業務の実績があり、団体の財務状況、管理体制
　　の提案などから安定した管理を行う能力を有していると認められること
　④　市が必要としている基準点数を上回る得点であり、施設全般にわたり適切な管理運営が期待できること

〔付帯意見〕
　候補者となった特定非営利活動法人ワーカーズコープは、市内で複数のコミュニティ施設の管理運営を担うことになりますので、画一的なサー
ビスの提供とならないよう地域特性などに応じた管理運営を行うとともに、自ら管理する各施設間相互においても切磋琢磨し、より一層、市民サ
ービスの向上に努められるよう要望します。

サービス等の評価点数　〔基準点数　２６項目×５点×５人＝６５０点〕

0

39

選定基準 審査項目 特定非営利活動法人
ワーカーズコープ

Ｂ

40

35

28



白井市桜台公民館及び白井市桜台児童館の指定管理者の指定  
について  
 

 白井市公民館の設置及び管理等に関する条例第１４条第１項及び白井市
児童館の設置及び管理に関する条例第１４条第１項の規定に基づき、下記
のとおり白井市桜台公民館及び白井市桜台児童館の指定管理者を指定しま
した。  
 
１．公の施設の名称等  

施設名：白井市桜台公民館及び白井市桜台児童館（一括）  
 所在地：白井市桜台二丁目１４番  
 

２．指定管理者となる団体  
  団体名：特定非営利活動法人 ワーカーズコープ  
      代表理事 永戸 祐三  
  所在地：東京都豊島区池袋三丁目１番２号 光文社ビル６Ｆ  
 
３．指定の期間  
  平成２２年４月１日から平成２５年３月３１日まで  
 
４．選定理由  

 指定管理者選定審査会の答申を妥当と判断したため  
 
５．選定の経緯  
 ●公募・非公募の別 公募  
 ●募集要項の配布 平成２１年７月１日～８月５日  
 ●現地施設説明会 平成２１年７月２２日  
 ●応募受付期間  平成２１年７月３０日～８月５日  
 ●選定審査会  
  （第１回）平成２１年５月２９日 ・審査手順の決定  
  （第２回）平成２１年８月２１日 ・諮問文配布  
  （第３回）平成２１年９月１１日 ・対象施設の現地視察  

（第４回）平成２１年９月２５日 ・審査票の決定  
（第５回）平成２１年１０月９日 ・第１次審査（書類）  

・第１次審査通過団体の決定  
  （第６回）平成２１年１０月１６日・第２次審査（面接 )  

・総合審査（候補者の選定）  
●答申 平成２１年１１月１２日  

 ●指定管理者の候補者の選定 平成２１年１１月１３日  
 ●指定議案提出  平成２１年１１月２５日  

（平成２１年第４回白井市議会定例会）  
 ●指定議案の議決 平成２１年１２月７日  
 ●指定告示    平成２２年１月４日  
 
６．応募団体数 ５団体  
 
７．指定管理者選定審査会の選定審査表 別添答申書のとおり



１／２

候　補　者 第２順位 第３順位

（１）事業計画書による施設の管理が、市 〔コミュニティ〕

   民の平等な利用を確保し、サービスの ・管理運営の基本方針について

   向上が図られるものであること （基準点数：５点×５人＝２５点）

(平等利用・公共性) 〔公民館〕

・管理運営の基本方針について

（基準点数：５点×５人＝２５点）

〔児童館〕

・管理運営の基本方針について

（基準点数：５点×５人＝２５点）

（１）事業計画書による施設の管理が、市 〔公民館〕

   民の平等な利用を確保し、サービスの ・市民サービスの向上方法について

   向上が図られるものであること （５点×５人＝２５点）

（サービス向上） 〔児童館〕

・市民サービスの向上方法について

（５点×５人＝２５点）

〔公民館〕

・利用者ニーズの把握方法と対応について

（５点×５人＝２５点）

〔児童館〕

・利用者ニーズの把握方法と対応について

（５点×５人＝２５点）

（２）事業計画書の内容が、公の施設の効 〔公民館〕

   用を最大限に発揮させ、かつ、効率的 ・自主事業の実施計画について

　 な管理が図られるものであること （５点×５人＝２５点）

（効用発揮） 〔児童館〕

・自主事業の実施計画について

（５点×５人＝２５点）

〔２施設一括〕

・緊急時の対応について

（５点×５人＝２５点）

〔公民館〕

・利用促進の仕方について

（５点×５人＝２５点）

〔児童館〕

・利用促進の仕方について

（５点×５人＝２５点）

〔公民館〕

・利用料金の額について

（５点×５人＝２５点）

（２）事業計画書の内容が、公の施設の効 〔２施設一括〕

　　用を最大限に発揮させ、かつ、効率的 ・管理運営経費の節減方法について

　　な管理が図られるものであること （５点×５人＝２５点）

(経費節減)

（３）事業計画書に沿った管理を安定して 〔２施設一括〕

    行う能力を有するものであること ・申請者について

（物的要件） （５点×５人＝２５点）

〔２施設一括〕

・類似施設の運営実績について

（５点×５人＝２５点）

〔２施設一括〕

・市内での市民活動の実績及びその活用

　について　　　　　　　　（５点×５人＝２５点）

〔２施設一括〕

・施設、設備の維持管理について

（５点×５人＝２５点）

（３）事業計画書に沿った管理を安定して 〔２施設一括〕

    行う能力を有するものであること ・管理体制について

（人的要件） （５点×５人＝２５点）

（４）関係法令等を遵守するものであるこ 〔２施設一括〕

    と ・個人情報の保護について

（個人情報保護） （５点×５人＝２５点）
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(28) (29)

27 29 (25) (21)
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29 (21)
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選定基準 審査項目 特定非営利活動法人
ワーカーズコープ

ＤＢ Ｃ

その他の団体
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(26)

27

27

32 29

8 (25)
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桜台センター(桜台公民館・桜台児童館)指定管理者候補者選定審査票

32 26 27 (24) (22)

30

(23)31 28

29 (25) (21)29 29



２／２

候　補　者 第２順位 第３順位

（４）関係法令等を遵守するものであるこ 〔２施設一括〕

    と ・関係法令について

(その他の関係法令等) （５点×５人＝２５点）

609 549 548 (492) (423)

（２）事業計画書の内容が、公の施設の効 〔２施設一括〕

　　用を最大限に発揮させ、かつ、効率的 ・指定管理料の提案額について

　　な管理が図られるものであること （６点×５人＝３０点）

(経費節減) 〔２施設一括〕

・指定管理料の妥当性・実現可能性について

（６点×５人＝３０点）

31 65 65 (26) (16)

640 614 613 (518) (439)
　　　審　査　会　の　意　見　の　概　要

＊申請団体Ｄ・Ｅについては、第２次審査を実施していないため、第１次審査までの点数を参考に（　）書きで示しています。

30 30 (26) (16)

桜台センター(桜台公民館・桜台児童館)指定管理者候補者選定審査票

 
　桜台センターについては、平成２２年度からの制度導入に向け公募により指定管理者の募集が行われたものです。
　審査会では、応募のあった５団体について第１次審査を行い、サービス等の評価点数の合計が最低評価基準を上回った３団体を第１次審査
通過団体とし、第２次審査・総合審査を行いました。
　その結果、当審査会は、サービス等の評価点数に価格評価点数を加えた総評価点数の合計が最も高い「特定非営利活動法人ワーカーズコー
プ｣を桜台センターの指定管理者の候補者として決定しました。
　また、第２順位以降の候補者として決定した２団体は、最低評価基準を上回っており、事業計画書の内容や団体の財務状況などから、当該施
設の指定管理者の候補者になりうる能力を有していると判断しました。
　
〔候補者の主な選定理由〕
　①　管理運営の基本方針や市民サービスの向上方法、利用者ニーズの把握方法と対応などの提案から、公の施設として当該施設の設置目
　　的をよく理解した上で、平等利用の確保、市民サービスの向上が期待できること
　②　自主事業の提案をはじめ、緊急時の対応などから、施設の効用を発揮した効率的な管理が期待できること
　③　市の公民センター・勤労青少年ホーム、白井駅前センターをはじめとして、多くの指定管理業務の実績があり、団体の財務状況、管理体制
　　の提案などから安定した管理を行う能力を有していると認められること
　④　市が必要としている基準点数を上回る得点であり、施設全般にわたり適切な管理運営が期待できること

〔付帯意見〕
　候補者となった特定非営利活動法人ワーカーズコープは、市内で複数のコミュニティ施設の管理運営を担うことになりますので、画一的なサー
ビスの提供とならないよう地域特性などに応じた管理運営を行うとともに、自ら管理する各施設間相互においても切磋琢磨し、より一層、市民サ
ービスの向上に努められるよう要望します。

0

31

総　評　価　点　数　　　　　　　　　　　　　　　　　〔５８５点〕

価格評価点数　　　　　 　　〔２項目×６点×５人＝６０点〕

35 35 (0) (0)

Ｅ
選定基準 審査項目 特定非営利活動法人

ワーカーズコープ
Ｂ

サービス等の評価点数　〔基準点数　２１項目×５点×５人＝５２５点〕

その他の団体

28 28 29 (26) (22)

Ｃ Ｄ



白井市障害者支援センターの指定管理者の指定について  
 
 白井市障害者支援センターの設置及び管理に関する条例第９条第１項の

規定に基づき、下記のとおり白井市障害者支援センターの指定管理者を指

定しました。  
 
１．公の施設の名称等  
  施設名：白井市障害者支援センター  
  所在地：白井市南山１丁目８番１号  
 
２．指定管理者となる団体  
  団体名：特定非営利活動法人 障害児・者サポートしろい 

理事長 中村 榮子 

  所在地：白井市根字井戸作２００番３７ 
 
３．指定の期間  
  平成２２年４月１日から平成２５年３月３１日まで  
 
４．選定理由  

 指定管理者選定審査会の答申及びこれまでの市内での実績による  
 
５．選定の経緯  
 ●公募・非公募の別 非公募（１者指名）  
 ●申請取扱要項の配布 平成２１年７月１日～７月１０日  
 ●申請受付    平成２１年８月７日まで  

●選定審査会  
  （第１回）平成２１年５月２９日 ・審査手順の決定  
  （第２回）平成２１年８月２１日 ・諮問文配布  
  （第３回）平成２１年９月１１日 ・審査票の決定  

・第１次審査（書類・面接）  
・総合審査（候補者の選定）  

●答申 平成２１年１１月１２日  
 ●指定管理者の候補者の選定 平成２１年１１月１３日  
 ●指定議案提出  平成２１年１１月２５日  

（平成２１年第４回白井市議会定例会）  
 ●指定議案の議決 平成２１年１２月７日  
 ●指定告示    平成２２年１月４日  
 
６．申請団体数 １団体  
 
７．指定管理者選定審査会の選定審査票 別添答申書のとおり  





白井市青少年女性センター、白井市老人福祉センター及び  
白井市福祉作業所の指定管理者の指定について  

 
 白井市青少年女性センターの設置及び管理に関する条例第１１条第１項、

白井市老人福祉センターの設置及び管理に関する条例第１１条第１項及び

白井市福祉作業所の設置及び管理に関する条例第１１条第１項の規定に基

づき、下記のとおり白井市青少年女性センター、白井市老人福祉センター

及び白井市福祉作業所の指定管理者を指定しました。  
 
１．公の施設の名称等  

施設名：白井市青少年女性センター  
白井市老人福祉センター  
白井市福祉作業所  

 所在地：白井市清戸７６６番地の１  
 
２．指定管理者となる団体  
  団体名：社会福祉法人 白井市社会福祉協議会  
       会長 荒生 篤夫  
  所在地：白井市復１１２３番地  
 
３．指定の期間  
  平成２２年４月１日から平成２５年３月３１日まで  
 
４．選定理由  
  指定管理者選定審査会の答申及びこれまでの当該施設の管理運営実績

による  
 
 
５．選定の経緯  
 ●公募・非公募の別 非公募（１者指名）  
 ●申請取扱要項の配布 平成２１年７月１日  
 ●申請受付    平成２１年７月２１日～７月３１日  

●選定審査会  
  （第１回）平成２１年５月２９日 ・審査手順の決定  
  （第２回）平成２１年８月２１日 ・諮問文配布  
                  ・審査票の決定  

・第１次審査（書類・面接）  
・総合審査（候補者の選定）  

●答申 平成２１年１１月１２日  
 ●指定管理者の候補者の選定 平成２１年１１月１３日  
 ●指定議案提出  平成２１年１１月２５日  

（平成２１年第４回白井市議会定例会）  
 ●指定議案の議決 平成２１年１２月７日  
 ●指定告示    平成２２年１月４日  
 
６．申請団体数 １団体  
 
７．指定管理者選定審査会の選定審査票 別添答申書のとおり  



１／２

候　補　者

（１）事業計画書による施設の管理が、市民の 〔青少年女性センター〕

   平等な利用を確保し、サービスの向上が図 ・管理運営の基本方針について

   られるものであること （基準点数：５点×６人＝３０点）

(平等利用・公共性) 〔老人福祉センター〕

・管理運営の基本方針について

（基準点数：５点×６人＝３０点）

〔福祉作業所〕

・管理運営の基本方針について

（基準点数：５点×６人＝３０点）

（１）事業計画書による施設の管理が、市民の 〔青少年女性センター〕

   平等な利用を確保し、サービスの向上が図 ・市民サービスの向上方法について

   られるものであること （５点×６人＝３０点）

（サービス向上） 〔老人福祉センター〕

・市民サービスの向上方法について

（５点×６人＝３０点）

〔福祉作業所〕

・市民サービスの向上方法について

（５点×６人＝３０点）

〔青少年女性センター〕

・利用者ニーズの把握方法と対応について

（５点×６人＝３０点）

〔老人福祉センター〕

・利用者ニーズの把握方法と対応について

（５点×６人＝３０点）

〔福祉作業所〕

・利用者ニーズの把握方法と対応について

（５点×６人＝３０点）

（２）事業計画書の内容が、公の施設の効用を 〔青少年女性センター〕

   最大限に発揮させ、かつ、効率的な管理が ・自主事業の実施計画について

　 図られるものであること （５点×６人＝３０点）

（効用発揮） 〔老人福祉センター〕

・自主事業の実施計画について

（５点×６人＝３０点）

〔福祉作業所〕

・自主事業の実施計画について

（５点×６人＝３０点）

〔３施設一括〕

・緊急時の対応について

（５点×６人＝３０点）

〔青少年女性センター〕

・利用促進の仕方について

（５点×６人＝３０点）

〔老人福祉センター〕

・利用促進の仕方について

（５点×６人＝３０点）

〔福祉作業所〕

・利用促進の仕方について

（５点×６人＝３０点）

〔青少年女性センター〕

・利用料金の額について

（５点×６人＝３０点）

〔老人福祉センター〕

・利用料金の額について

（５点×６人＝３０点）

（２）事業計画書の内容が、公の施設の効用を 〔３施設一括〕

   最大限に発揮させ、かつ、効率的な管理が ・管理運営経費の節減方法について

　 図られるものであること （５点×６人＝３０点）

(経費節減)

（３）事業計画書に沿った管理を安定して行う 〔３施設一括〕

    能力を有するものであること ・申請者について

（物的要件） （５点×６人＝３０点）
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青少年女性センター・老人福祉センター・福祉作業所指定管理者候補者選定審査票
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２／２

候　補　者

（３）事業計画書に沿った管理を安定して行う 〔３施設一括〕

    能力を有するものであること ・類似施設の運営実績について

（物的要件） （５点×６人＝３０点）

〔３施設一括〕

・施設、設備の維持管理について

（５点×６人＝３０点）

（３）事業計画書に沿った管理を安定して行う 〔青少年女性センター・老人福祉センター〕

    能力を有するものであること ・管理体制について

（人的要件） （５点×６人＝３０点）

〔福祉作業所〕

・管理体制について

（５点×６人＝３０点）

（４）関係法令等を遵守するものであるこ 〔３施設一括〕

    と ・個人情報の保護について

（個人情報保護） （５点×６人＝３０点）

（４）関係法令等を遵守するものであるこ 〔３施設一括〕

    と ・関係法令について

(その他の関係法令等) （５点×６人＝３０点）

975

（２）事業計画書の内容が、公の施設の効 〔３施設一括〕

　　用を最大限に発揮させ、かつ、効率的 ・指定管理料の提案額について

　　な管理が図られるものであること （７点×６人＝４２点）

(経費節減) 〔３施設一括〕

・指定管理料の妥当性・実現可能性について

（７点×６人＝４２点）

62

1,037

　　　審　査　会　の　意　見　の　概　要

青少年女性センター・老人福祉センター・福祉作業所指定管理者候補者選定審査票

選定基準 審査項目

34

35

37

社会福祉法人白井
市社会福祉協議会

38

36

38

サービス等の評価点数　〔基準点数　２６項目×５点×６人＝７８０点〕

12

価格評価点数　　　　　 　　〔２項目×７点×６人＝８４点〕

総　評　価　点　数　　　　　　　　　　　　　　　　　〔８６４点〕

　
　青少年女性センター、老人福祉センター及び福祉作業所は、青少年の健全育成、女性の社会活動の促進、高齢者や障害者等の福祉の
向上を目的に、平成元年４月に複合施設として開設されたもので、福祉作業所については開設時の平成元年度から、青少年女性センター
及び老人福祉センターについては平成８年度から、地方自治法の管理委託制度により市の社会福祉協議会が管理を行ってきました。
　平成１８年９月から指定管理者制度に移行した際も、引き続き社会福祉協議会が指定管理者に指名され、３施設を一体的に管理運営して
きましたが、指定管理期間が平成２１年度で満了することから、これまでも適切な管理を行ってきた「社会福祉法人白井市社会福祉協議会」
による管理運営が望ましいとして、市から１者指名を受けて申請されたものです。
　審査会では、市がこれまでの管理者を継続して指名したものであることや管理状況について毎年度終了後に報告を受けていることなどか
ら、第２次審査を省略し、第１次審査・総合審査により審査を行いました。
　その結果、当審査会は、サービス等の評価点数が最低評価基準を上回る「社会福祉法人白井市社会福祉協議会」を青少年女性センター
、老人福祉センター及び福祉作業所の指定管理者の候補者として決定しました。
　
〔候補者の主な選定理由〕
　①　管理運営の基本方針や市民サービスの向上方法、利用者ニーズの把握方法と対応の提案から、当該施設の設置目的をよく理解した
　　上で、平等利用の確保、市民サービスの向上が期待できること
　②　各施設の自主事業の提案や青少年女性センターの利用料金減額の提案などから、施設の効用を発揮した効率的な管理が期待でき
　　ること
　③　団体の財務状況やこれまでの管理実績、維持管理及び管理体制の提案などから、安定した管理を行う能力を有していると認められる
　　こと
　④　市が必要としている基準点数を上回る得点であり、全体として適切な管理運営が期待できること
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白井 市 公民セ ン タ ー及 び 白井 市 勤 労 青少 年 ホー ム の 指 定管 理 者  

の指 定 につい て   

 

白井 市 公民 セン タ ーの 設 置及 び 管 理 等に 関 する 条 例 第 ９条 第１項 及 び 白

井市 勤 労青 少 年ホ ーム の 設置 及 び 管 理に 関 する 条 例 第 １１ 条 第１ 項 の 規 定

に基 づ き、 下 記の とお り 白井 市 公 民 セン タ ー及 び 白 井 市勤 労 青少 年 ホ ー ム  

の指 定 管理 者 を指 定し ま した 。   

 

１． 公 の施 設 の名 称等   

施設 名 ：白井 市 公 民セ ン ター 及 び 白 井市 勤 労青 少 年 ホ ーム （ 一括 ）   

所在 地 ：白井 市 中 ９８ 番 地の １ ７   

 

２． 指 定管 理 者と なる 団 体   

団体 名 ：特定 非 営 利活 動 法人  ワ ーカ ーズ コ ープ   

代表 理 事  永 戸  祐 三   

所在 地 ：東京 都 豊 島区 池 袋三 丁 目 １ 番２ 号  光文 社 ビル ６Ｆ   

 

３． 指 定の 期 間   

平成 ２ ３年４ 月 １ 日か ら 平成 ２ ６ 年 ３月 ３ １日 ま で   

 

４． 選 定理 由   

指定 管 理者選 定 審 査会 の 答申 を 妥 当 と判 断 した た め   

 

５． 選 定の 経 緯   

●公 募 ・非 公募 の 別  公 募   

●募 集 要項 の配 布   平 成 ２２ 年 ７ 月  １ 日 ～８ 月 ２ 日   

●現 地 施設 説明 会   平 成 ２２ 年 ７ 月 １２ 日   

●応 募 受付 期間    平 成 ２２ 年 ７ 月 ２７ 日 ～８ 月 ２ 日   

●選 定 審査 会   

（第 １ 回） 平 成 ２ ２年 ５ 月２ ７ 日  ・ 審査 手 順の 決 定   

（第 ２ 回） 平 成 ２ ２年 ８ 月２ ７ 日  ・ 対象 施 設の 現 地 視 察  

・諮 問 文配 布   

・審 査 票の 決 定  

・第 １ 次審 査 （ 書 類）  

・第 １ 次審 査 通 過 団体 の 決定  

（第 ３ 回） 平 成 ２ １年 ９ 月１ １ 日  ・ 第２ 次 審査 （ 面 接 ) 
・総 合 審査 （ 候 補 者の 選 定）  

●答 申        平 成 ２２ 年 １ ０ 月２ ２ 日   

●指 定 管理 者の 候 補者 の 選定  平 成２ ２年 １ ０月 ２ ８ 日   

●指 定 議案 提出    平 成 ２２ 年 １ １ 月１ ７ 日   

（平 成 ２２ 年第 ４ 回白 井 市議 会 定 例 会）   

●指 定 議案 の議 決   平 成 ２２ 年 １ ２ 月１ ６ 日   

●指 定 告示      平 成 ２２ 年 １ ２ 月２ ２ 日   

 

６． 応 募団 体 数  ４ 団体   

 
７． 指 定管 理 者選 定審 査 会の 選 定 審 査表  別 添答 申 書の とお り  
 



公民センター・勤労青少年ホーム指定管理者候補者選定審査票

候補者 第２順位 第３順位
その他
の団体

特定非営利活
動法人ワーカー

ズコープ
Ｂ Ｃ Ｄ

（複合施設として）
・管理運営の基本方針について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点)

24 5 5 5

(公民センター)
・管理運営の基本方針について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

44 37 37 29

（勤労青少年ホーム）
・管理運営の基本方針について
　　　（基準点数　５点×６人×３０点）

44 35 28 29

(公民センター)
・市民サービスの向上方法について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

42 38 40 32

(勤労青少年ホーム)
・市民サービスの向上方法について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

42 41 36 34

(公民センター)
・利用者ニーズの把握方法と対応につい
て　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

46 42 36 31

(勤労青少年ホーム)
・利用者ニーズの把握方法と対応につい
て　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

46 42 36 31

(公民センター)
・自主事業の実施計画について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

46 41 43 35

(勤労青少年ホーム)
・自主事業の実施計画について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

44 41 44 35

（２施設一括）
・緊急時の対応について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

43 42 28 24

(公民センター)
・利用促進の方法について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

43 39 34 32

(勤労青少年ホーム)
・利用促進の方法について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

43 37 33 32

（２）事業計画書の内容が公の施設
　の効用を最大限に発揮させ、かつ
　効率的な管理が図られるものであ
　ること。　　　（経費節減）

（２施設一括）
・管理運営経費の節減方法について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点） 39 39 38 29

（２）事業計画書の内容が公の施設
　の効用を最大限に発揮させ、かつ
　効率的な管理が図られるものであ
　ること。　　（効用発揮）

(勤労青少年ホーム)
・利用料金の額について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点） 41 36 41 35

（２施設一括）
・申請者について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

44 43 35 36

（２施設一括）
・類似施設の運営実績について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

44 40 0 0

（２施設一括）
・市内での市民活動の実績及びその
　活用について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

34 13 26 0

選定基準 審査項目

（１）事業計画書による施設の管理が
　市　民の平等な利用を確保し、サ
　ービスの向上が図られるものである
　こと
　(平等利用・公共性)

（１）事業計画書による施設の管理が
　市民の平等な利用を確保し、サー
　 ビスの向上が図られるものである
　こと　　(サービス向上)

（２）事業計画書の内容が公の施設
　の効　用を最大限に発揮させ、か
　つ効率的な管理が図られるもので
　あること。
　（効用発揮）

（３）事業計画書に沿った管理を安
　定して行う能力を有するものであ
　ること。
　（物的要件）



候補者 第２順位 第３順位
その他
の団体

特定非営利活
動法人ワーカー

ズコープ
Ｂ Ｃ Ｄ

（３）事業計画書に沿った管理を安定
　して行う能力を有するものであるこ
　と。　（人的要件）

（２施設一括）
・管理体制について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

40 39 35 32

（３）事業計画書に沿った管理を安定
　して行う能力を有すること。
　（物的要件）

（２施設一括）
・施設、設備の維持管理について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

42 46 39 33

（４）関係法令を順守するものである
　こと
　（個人情報保護）

（２施設一括）
・個人情報の保護について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

47 47 39 35

（４）関係法令を順守するものである
　こと
　（その他の関係法令等）

（２施設一括）
・関係法令について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

37 37 36 35

875 780 689 584

（２施設一括）
・指定管理料の提案額について 0 60 72 72

（２施設一括）
・指定管理料の妥当性、実現可能性に
　ついて

54 49 41 38

54 109 113 110

929 889 802 694
審査会の意見の概要

サービス等の評価点数（基準点数２１項目×５点×６人＝６３０点）

（２）事業計画書の内容が公の施設
　の効用を最大限に発揮させ、かつ
　効率的な管理が図られるものであ
　ること。　　　（経費節減）

価格評価点数

総評価点数

　公民センター・勤労青少年ホームは平成２０年度に指定管理に移行し、今回初めて更新を迎える複合施設とし
て、公募により指定管理者の募集が行われたものです。
　審査会では、応募のあった４団体について第１次審査を行ったところ、サービス等の評価点数の合計が市の最
低必要としている評価基準（以下「最低評価基準」という。）を上回った３団体について、第２次審査及び総合審
査を行いました。
　その結果、当審査会は、サービス等の評価点数に価格評価点数を加えた総評価点数の合計が最も高い「特定
非営利活動法人ワーカーズコープ」を公民センター・勤労青少年ホームの指定管理者の候補者として決定しまし
た。
　また、第２順位以降の候補者として決定した２団体は、最低評価基準を上回っており、事業計画書の提案内容
や団体の財務状況などから、当該施設の指定管理者の候補者になりうる能力を有しているものと判断しました。

（候補者の主な選定理由）
①　管理運営の基本方針や公民センター、勤労青少年ホームのサービス向上の提案から公の施設としての設置
　目的をよく理解した上で、平等利用の確保、市民サービスの向上が期待できること。
②　公民センター、勤労青少年ホームの自主事業の提案をはじめ、緊急時の対応、利用料金の減額の提案など
　から、施設の効用を発揮した効率的な管理が期待できること。
③　現在、当該施設の指定管理者であり、類似施設の管理運営実績も豊富で安定した施設管理を行う能力を有
　していると認められること。
④　指定管理料の提案額に対する事業の実現可能性について応募団体中最も高い得点であり、管理運営費に
　ついても人員配置や省エネルギー化等経費節減効果が認められること。
⑤　市が必要としている基準点数を上回る得点であり、施設全般にわたり適切な管理運営が期待できること。

【付帯意見】
　候補者となった特定非営利活動法人ワーカーズコープは、現在当該施設の指定管理者として管理運営を行っ
ており、引き続き市内の複合施設４施設の管理運営を担うこととなりますので、画一的なサービスとならないよう地
域特性に応じた管理運営を行うとともに、今までの経験を生かし、より一層のサービス向上に努められるよう要望し
ます。

選定基準 審査項目



白井 市 白井コ ミ ュ ニテ ィ セン タ ー 及 び白 井 市白 井 児 童 館の  

指定 管 理者の 指 定 につ い て   

 

白井 市 白井 コミ ュ ニテ ィ セン タ ー の 設置 及 び管 理 等 に 関す る条例 第 １ ０

条第 １ 項及 び 白井 市児 童 館の 設 置 及 び管 理 に関 す る 条 例第 １ １条 第 １ 項 の

規定 に 基づ き 、下記の と おり 白 井 市 白井 コ ミュ ニ テ ィ セン タ ー及 び 白 井 市白

井児 童 館の 指 定管 理者 を 指定 し ま し た。   

 

１． 公 の施 設 の名 称等   

施設 名：白井 市 白井 コミ ュ ニテ ィ セ ン ター 及 び白 井 市 白 井児 童 館（一 括 ）  

所在 地 ：白井 市 復 １４ ５ ８番 地 の １   

 

２． 指 定管 理 者と なる 団 体   

団体 名 ：合同 会 社  白井 光 夢辿   

代表 社 員  築 城  み ゆき   

所在 地 ：千葉 県 白 井市 根 ９１ － ２  

 

３． 指 定の 期 間   

平成 ２ ３年６ 月 １ 日か ら 平成 ２ ６ 年 ３月 ３ １日 ま で   

 

４． 選 定理 由   

指定 管 理者選 定 審 査会 の 答申 を 妥 当 と判 断 した た め   

 

５． 選 定の 経 緯   

●公 募 ・非 公募 の 別  公 募   

●募 集 要項 の配 布   平 成 ２２ 年 １ ０ 月  １ 日～ １ １ 月 １日   

●現 地 施設 説明 会   平 成 ２２ 年 １ ０ 月１ ３ 日   

●応 募 受付 期間    平 成 ２２ 年 １ ０ 月２ ６ 日～ １ １ 月 １日   

●選 定 審査 会   

（第 １ 回） 平 成 ２ ２年  ５月 ２ ７ 日  ・審 査 手順 の 決 定   

（第 ４ 回） 平 成 ２ ２年 １ ２月 １ ０ 日  ・対 象 施設 の 現 地視察  

・諮 問 文配 布   

・審 査 票の 決 定  

・第 １ 次審 査 （ 書類）  

・第 １ 次審 査 通 過団体 の 決定  

（第 ５ 回） 平 成 ２ ２年 １ ２月 １ ７ 日  ・第 ２ 次審 査 （ 面接 ) 
・総 合 審査 （ 候 補者の 選 定）  

●答 申           平成 ２３ 年 １ 月 １３ 日   

●指 定 管理 者の 候 補者 の 選定  平 成２ ３年 １ 月２ ６ 日   

●指 定 議案 提出    平 成 ２３ 年 ２ 月 １６ 日   

（平 成 ２３ 年第 １ 回白 井 市議 会 定 例 会）   

●指 定 議案 の議 決   平 成 ２３ 年 ３ 月 ２４ 日   

●指 定 告示      平 成 ２３ 年 ５ 月 １２ 日   

 

６． 応 募団 体 数  ２ 団体   

 
７． 指 定管 理 者選 定審 査 会の 選 定 審 査表  別 添答 申 書の とお り  



候補者 第２順位 第３順位
その他
の団体

合同会社しろい
光夢辿 Ｂ

(コミュニティセンター)
・管理運営の基本方針について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

43 33

（児童館）
・管理運営の基本方針について
　　　（基準点数　５点×６人×３０点）

43 31

(コミュニティセンター)
・市民サービスの向上方法について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

39 32

(児童館)
・市民サービスの向上方法について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

37 32

(コミュニティセンター)
・利用者ニーズの把握方法と対応につい
て　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

37 33

(児童館)
・利用者ニーズの把握方法と対応につい
て　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

37 31

(コミュニティセンター)
・自主事業の実施計画について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

39 31

(児童館)
・自主事業の実施計画について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

38 30

（２施設一括）
・緊急時の対応について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

33 38

(コミュニティセンター)
・利用促進の方法について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

34 31

(児童館)
・利用促進の方法について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

35 30

　　事業計画書の内容が公の施設
　の効用を最大限に発揮させ、かつ
　効率的な管理が図られるものであ
　ること。　　　（経費節減）

（２施設一括）
・管理運営経費の節減方法について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点） 33 32

　　事業計画書の内容が公の施設
　の効用を最大限に発揮させ、かつ
　効率的な管理が図られるものであ
　ること。　　（効用発揮）

(コミュニティセンター)
・利用料金の額について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点） 41 30

（２施設一括）
・申請者について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

35 23

（２施設一括）
・類似施設の運営実績について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

0 0

（２施設一括）
・市内での市民活動の実績及びその
　活用について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

34 26

白井コミュニティセンター・白井児童館指定管理者候補者選定審査票

選定基準 審査項目

     事業計画書による施設の管理が
　市民の平等な利用を確保し、サー
　 ビスの向上が図られるものである
　こと。　　(平等利用・公共性)

     事業計画書による施設の管理が
　市民の平等な利用を確保し、サー
　 ビスの向上が図られるものである
　こと。　　(サービス向上)

     事業計画書の内容が公の施設
　の効　用を最大限に発揮させ、か
　つ効率的な管理が図られるもので
　あること。　（効用発揮）

　　事業計画書に沿った管理を安
　定して行う能力を有するものであ
　ること。　（物的要件）



候補者 第２順位 第３順位
その他
の団体

合同会社しろい
光夢辿 Ｂ

　　事業計画書に沿った管理を安定
　して行う能力を有するものであるこ
　と。　（人的要件）

（２施設一括）
・管理体制について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

36 30

　　事業計画書に沿った管理を安定
　して行う能力を有すること。
　（物的要件）

（２施設一括）
・施設、設備の維持管理について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

34 31

　　関係法令を順守するものである
　こと。　（個人情報保護）

（２施設一括）
・個人情報の保護について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

32 32

　　関係法令を順守するものである
　こと。　（その他の関係法令等）

（２施設一括）
・関係法令について
　　　（基準点数　５点×６人＝３０点）

33 33

693 589

（２施設一括）
・指定管理料の提案額について 6 6

（２施設一括）
・指定管理料の妥当性、実現可能性に
　ついて

43 35

49 41

742 630
審査会の意見の概要

 　 白井コミュニティセンターは現在建設中で、平成２３年 ６月オープン予定、白井児童館は改修中で、平成２３年
  ４月に直営で再開し、平成２３年６月指定管理者制度に移行予定の複合施設 と して公募により指定管理者の募
 集が行われたものです。
 　 審査会では、応募のあった２団体について第１次審査を行ったところ、サービス等の評価点数の合計が市の最
 低必要としている評価基準 （以下「最低評価基準」という。） を上回った１団体について、第２次審査及び総合審
 査を行いました。
  　その結果、当審査会は、サービス等の評価点数が最低評価基準を上回った「合同会社しろい光夢辿」を白井
 コミュニティセンター・白井児童館の指定管理者の候補者として決定しました。
 （候補者の主な選定理由）
 ①　管理運営の基本方針や白井コミュニティセンター、白井児童館のサービス向上の提案から公の施設としての
   設置目的をよく理解した上で、平等利用の確保、市民サービスの向上が期待できること。
 ②　白井コミュニティセンター、白井児童館の自主事業の提案をはじめ利用料金の減額の提案などから、施設の
 　効用を発揮した効率的な管理が期待できること。
 ③　類似施設の管理運営実績はないものの、構成員にビルメンテナンス業者がおり、施設の管理能力を有してい
 　ることや広告関連、デザイナーなど専門業者もおり、利用促進なども期待できること。
 ④　構成員の市民活動の実績も豊富で、経験やネットワークを生かした自主事業の実施やコミュニティの拠点施
 　設として市民サービスの向上が期待できること。
 ⑤　市が必要としている基準点数を上回る得点であり、施設全般にわたり適切な管理運営が期待できること。

 【付帯意見】
    候補者には、財務体質の強化を図り、コミュニティセンターという施設の特性を十分生か し、サービス向上に努
  めるとともに、住宅に近接した施設であることから、管理運営に当たっては、周辺に十分配慮されるよ う 要望しま
  す。
    候補者は、設立間もない会社であり、業務実績等もまだない状況であることから、指定管理期間中安定した管
　理運営を行えるよう、市には十分なモニタリングを行うとともに、定期的に適切な監督、指導をされるよう要請しま
  す。

選定基準 審査項目

サービス等の評価点数（基準点数２０項目×５点×６人＝６００点）

　　事業計画書の内容が公の施設
　の効用を最大限に発揮させ、かつ
　効率的な管理が図られるものであ
　ること。　　　（経費節減）

価格評価点数

総評価点数



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


